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大学図書館は、大学の使命とする学術の研究と
教育に必要な'|胄報資料を収集し、整理し、｜呆存し、
もっとも効果的|こ、能率的|こその'|胄報資料を提供
する機能をもつ機関であります。したがって、大
学図書館は研究する壱にとっては勿論、学習する
者'ことっても、学内における'|胄報資料の宝庫であ
り、知識の源泉であるということは、会さら＝を
またないところであります。
このような大学図＝館の性格から、その機能を
＋分に発揮することが、可能か否かは、学内の研
究・学習の成果に大きなかかわりをもつものであ
ります。すなわち、大学図書館は、大学の使命の
達成の成否を決定するものである、といっても過
＝ではありません。大学図書館は、大学における
中枢的機関であり、大学の生命を支える意味をも
つものであるということもできるのであります。
さて、ひるがえってわが大学図＝館を見るとき、
本学が戦災の焼土のうちから、大学として再発足
して以来、図書館もまだその使命を達成するため
に、鋭意努力を重ねてまいったのであります。と
くにこの＋数年来の改善発展には、見るべきもの
があったように思われます。
現在の図害館を見るとき、以前の図書館を知る
者として、うただ感'慨を禁じ得ないものがありま
す。これは図書館員の努力もさることながら、学
内の皆様方のご理解とご協力の賜物にほかなりま
せん。ここに深く感謝を申し上げる次第でありま
す。
さて、一方わが大学図書館の現状を、他大学図
＝館のそれと比較して見るとき、いまだ及ばざる
こと遥かなる感を抱かざるを得ないのも事実であ
ります。確かに本字図＝館は、以前|こ比較して改
善か加えられ、面目は一新しましだ。けれども、
大学がその使命を果すために、期待されている大
学図雪館のイメージからは、資料・施設・運営・
サービス・陣容・その他各種の面において、遥か
な距離を見い出さざるを得ないのであります。
舍後はかかるわが図＝館を、できるだけ近い将
来|こ、期待に添い得る図書館にまでするのが、わ
れわれ図書館員の念願であります。これを単に図
書館員の努力だけで実現することは困難でありま
す。大学当局の理解と援助を期待し、学内の皆様
方のご協力を切にお願い申し上げる次第でありま
す。
かかるときに際しまして、図雪館ではこの度、
倉Uめて図害館報を刊行すること|こなりましだ。こ
の館報が皆様方と図書館との仲立ちとない相互
の理解、研究・学習|こおける図書館の効果的利用、
さらには合後の図書館の発展のよすが|こなれば幸
いと存する次第であります。
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近世地方史料のさがしかた
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成し、まだ研究にIU要な史料を収集するのか史料
調査である。以下史料調宣の方法を若干述べてみ
たい。
■近世史料の状況
わが国は古文書の残存において、世界有数の国
であるといわれているが、その状況は、一般的に
見れば、中世以前に薄く、近世以降に、とく|こ近
世中期以降に極端に濃厚となっている。これらの
史料は最近出版されることが多くなった。しかし、
近世史料の出版については、そのぼう大な全体室
に対しきわめて少なく、九牛の－毛ほど|こも及ば
ないのである。近世史)lSlの大部分のものは、原形
のままで保存され、目録ができていればよいほう
で、いまだに人の曰|こ触れることさえなく、眠っ
たままの状態でいるものも、相当量あるものと考
えられている。
■THtt地方史料への接近
史料調査はその成果をあげるために、あらかじ
め準備か行われる。まず地方史、その地域の研究、
その他を調べて現地の概要をつかむのである。そ
の過程で史料所蔵者、目録の有無、史料の舅等も
調べられるが、これは現地のしかるべき機関（町
村役場・図書館・郷土資料室等）あるいは郷土史
家等を訪ねることによりさらに補強される。この
ようにして得だ'|胃報|こよって史料所蔵者を訪ね、
史料の調苣を行なうのである。
史料所蔵者の大部分は史料を利用させるだめ|こ
存在しているのではない。しかも全く得体の知れ
ない初対面の者から、いきなりに史料の調苣を乞
われたのでは簡単|ご承知するわけはない。そのだ
め人を介して訪れるのかよいのである。町村役場
の吏員とか、郷土史家とかの仲介を煩わすのであ
る。このほうが大学の先生方の紹介状などよりよ
ほど強力である。
しかし、□添え仲介があればすべて簡単にいく
と考えてはならない。さらに＝葉を目して説明を
し理解を得て、初めて調苣を許されることも多い
のである。かつて市町村史が編蟇され、史絢調査
か行われて史料所蔵者が明確な場合は、このよう
な人の「って」で調査を行うことは有効な方法で
ある。
■近tLf史研究と史料調査
ふつう日本史の研究を志す者は、程度の差こそ
あれ、足で史料の調査をすることが当り前となっ
ているが、近世史の研究を志す者はとくにそうで
Ｕか)Ｅ
ある。そのなかでも薑村（tli]万）|こかかわりをも
つ研究については、フィールドでの史料調査は必
須不可欠のものとなっている。
これらの地方史料は、幕藩制時代に村役人を勤
めた家に所蔵されている場合が多いが、寺社・郷
言・公民館・町村役場・図書館・郷土資料館等に
も所蔵保管されていることがある。これら史料の
所蔵保管者を訪ね、まだ所蔵者を発見し、史料の
保存と利用の|更をはかるだめ|こ、史料の目録を作
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歴史|こ関)Ｕの薄い所では、「って｣で一応の'１青報
は得られてもこれだけでは対処できない場合が多
い。このような所では自分の力に頼らざるを得な
い。つまり、自分で所蔵者を見つけ、史料調査を
するのである。戦災のような徹底的な破壊でも行
われない限り、必ず昔の面影はどこかに残ってい
るものである。馬|||れれば立地・たたずまい等から
近世の村役人を勤めた家はおおよそ見当がつくし
｢間取り｣からわかることもある。そのような家に
直接当って史料の育無を確かめ、調苣を乞うので
ある。
この場合、全く初対面で話しをするのであるか
ら、史料調苣の目的を、誠実に委曲を目して説明
し、史料の有無の確認をしなければならない。こ
の際むずかしい専門的な言葉を使っても駄目で、
できるだけ平易に、言葉を砕いて話しをすること
である。例えば「古文書」という＝葉も、＝葉と
してはわかっていても、実体とか~致しないので
ある。したがって、むしろ見本として実物を携え
見せたほうが理解しやすいのである。
■史料取り扱いの注意
近世史料は－カ所に所蔵する鬘か比較的多い。
このためとかくぞんざいに取り扱いがちである。
長年にわたって|杲存されてきた紙は痛みやすい。
これらのものは冊子・巻子・一枚物等各種の形態
で伝えられているが、形態によって取り扱い方が
異なる。調苣者はあらかじめこれらの取り扱い方
に習熟して、史料の傷みをできるだけ避けたいも
のである。
史料のうちには綴じ紐が切れ、料紙が散逸しか
けているもの、糊付けの紙片が剥がれているもの
などをよく見かけるものである。調査者はあらか
じめ、こより・千枚通し・糊などを用意しておき、
史料''１生を滅失しないために、わずかな労力である
から、手を入れて置きたいものである。
この史料取り扱いについてとくに注意しなけれ
ばならないのは、不注意な喫煙による史料の焼損
と万年筆使用による汚損である。喫煙は史料調査
の場ではすべきでなく、筆記は鉛筆あるいはそれ
Ｉこ類したものでしなければならない。■目録の作成
紹介により、あるいは自分で発掘し左史料で調
壹を許された場合、過去に調査が行われ目録があ
るときは、自分の目的とする作業|こすぐに移って
よい。しかし、目録のないもの、新発見の史料に
ついては、目録を作るのが原目Uである。これは史
料の保存、自分の将来の研究、まだいずれ利用す
るであろう人のために、きわめて有効であるから
である。
新発掘の史料の取り扱いは'|頁重を期さなければ
ならない。例えば、一括されて保存されている文
書は、ある事柄に関して纒めてある場合がある。
不注意に取崩したかだめ|こ、その事柄を充分|こ解
明し得なくなってしまうようなこともあるからで
ある。このことは目録作成にも充分配慮されなけ
ればならない。
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会1Ｕ理学その他の隣接科学を導入し、大陸法とは
異なり方法としては帰納的である。理念としては
予防法学''１生と実用''１生を志向している。それだけに
'|'吉報収集の巾は広い。
'|青報の探索から収集まで
，|胄報としてのデータ・文献・資料は、視覚を通
して得られるものと、聴覚を通して得られるもの
がある。前者には書籍、雑誌、実験、観察、調査
データや資料がある。
①薑籍・雑誌の探索方法
自分の研究分野の書籍の||'吉報源としては、既刊
薑の総合目録を見る。書籍については、たとえば
｢出版年鑑』(出版ニュース社刊)、新冑や雑誌につ
いては、たとえばr雑誌新間総か左ろぐ81年』（メ
ディア．リサーチ．センター千|｣)｡この２冊は、｢英
米法研究文献目録』（東京大学出版会刊)や多くの
各種辞典と一緒に書斎に備付けて常時活用してい
る。
新刊書や近刊書は、『出版＝ユース』（旬刊．出
版ニュース社刊)、『新刊展望』（月刊．Ｂ販干|｣)や
｢新刊ニュース』（月刊・東販刊）や『これから出
る本』（月２回千Ｕ・日本書籍出版協会千U)のほかに
日刊各紙の書評欄と＝籍広告を毎日見るほか、出
版社が出している『図書』や『書斎の窓」その他
のｐＲ誌などを読んで新干|｣を調べる。毎週２～Ｓ
ロ言店へ出かける。
まだ、図書館へ出かけて書架の雪籍、雑誌を見
たり、同好の友人と接し日常会話を通じて書籍や
雑誌を探索するほか、専門書や専門雑誌の論文な
どに弓|用されている参考文献を通じて'|胄報の所在
I|青報の収集なくして研究なし
どのような研究においても'檮報無くしては成り
立たない。研究生活は、''１吉報の収集から始まる。
学生話君がレポートをまとめたり、卒業論文を書
く場合のほか、創造的研究の業績やその結果を発
表する学術論文といえどもその例外ではない。博
士論文とて、無より有は生じるものではなく、そ
の皇盤には必ず'|胄報が存在するのである。
並にいえば、学術論文を雪く場合、その研究に
関する'|胄報を完全|こ集めたとき、その論文は半分
完成されたものと＝える。研究生活は'|冑報の収集
から始まり、'|胄報の収集なくして研究はありえな
い。
ここでいう、l胄報」とは、データと文献と資料
である。ｎｌ胄報の収集｣とは、データを集め、文献
を集め、資料を収集することである。私の研究生
活の墓本は、この'|胄報を収集し、その'|胄報を整理
・分析したうえで評価を加え、さら|こ知見を創造
することである。そこで、研究生活において大切
なことは、如何にして'|胄報を収集するかが問題と
なる。
わたしの研究は、経営法学（businesslaw）で
ある。ｒ経営法学｣とは、企業経営の意思決定から
法的危険を回避する法則を分析する科学であり、
企業を動的|ことらえ企業の意思決定における法的
要素と法の機能を法則としてとらえ、これを分析
の対象とし、法的危険の回避の方法を研究の対象
としている。経営法学が目ざす領域は、単なる財
産法とか企業組織法の枠を超え、さらに法学の枠
をも突破し経営学、会計学、金融論、社会学や社
４しよういん１号(1981.4）
を知ることができる。
②薑籍・雑誌の収集
先の方法で知った''１吉報としての書籍は手当り次
第、その場で購入し、ルーズリーフ式の「図書日
録」に項目別に分類し著者名、書名、定価、頁数、
出版年月日出版社名、判型を記入したうえ、す
ぐ読むべき書籍は、書斎の机の周辺に、そうでな
い書籍は、書庫に搬入し分類別|こ整理した＝柵|こ
入れておく。
購入した雑誌は、法律専門雑誌はそのままナン
バー別に整理し、その他の雑誌は、バラバラに分
解してその中に掲載されている私の研究分野のデ
ータ、文献、資料のみを取り出し、それに出所を
正確に明示したうえ、ルーズリーフ式の「論文自
録」|こ分類別に執筆者、テーマなどを記入し、｢法
学教育｣、「経営法学の定義｣、「会社法規部｣、「社
内弁護士｣、「□－ファーム｣、「法律事務所」など
といった私独自の分類別|こし7E紙袋の中に入れて
整理しておく。整理方法としては、「カード｣で整
理する方法もあるが、わたくしは、「図害日録｣の
方式を選んでいる。
故･大宅壮一氏は、「本は読むものではなく、弓｜
＜ものだ」と述べているよう|こ書籍や雑誌は、必
要に応じて自由に読めるよう|こしておかねばなら
ない。そのためには、合、読まなくても、将来、
読む必要があると思われる研究の資料としての書
籍や雑誌はともかく目に止っ左とき購入しておく
よう|こﾉＵ掛けている。いつでも役に立つようにツ
ンドワしておくのである。おかげで、書斎にも書
庫|こも書籍が溢れ出し、時には居間まではみ出し、
これが夫婦げんか？のネタになったりする。
◎新聞からの探索と収集
研究の'|胄報源としては書籍、雑誌の他に新冑が
ある。新間は－紙精読主義と数紙併読主義とかあ
るが後者のほうが(蔓れていると思う。日刊各紙に
はカラーがあるようだ。
私は、毎日、『日経』、『朝日』、『毎日』、『京都」
の４紙のほかに、時折『読売』や「東京』を読む。
そのほか、若干の専門紙と英字のｒジャパンタイ
ムズ』に目を通す。
これらの新問はまず妻か目を通し、l凹要な記事
をチェックさせる。その箇所をじっくり読むこと
|こしている。保存して価(直のある記事は切り抜い
て、「予防法学｣、ｒ経営法学｣、「会社法規部｣、｢社
内弁護士J、「□－ファーム｣、「法律事務所｣、「商
法改正｣、「会社の倒産｣、「経済犯罪｣、「大学論」
その他私独自の分類法に墓づいてｲﾉE成した紙袋の
中に入れる。この場合、Luす、新聞名、朝・夕刊
の区別、年月日を正確に明示しておく。｢スクラッ
プ・ブック」で整理する方法もあるが私は項目別
に紙袋へ入れて整理しておく。
④人的'|胄報源の)舌用
以上のほかに、多くの研究会、サークルなどの
勉強会に入会し、社外人脈を作り、他人を通して
研究のためのデータ、文献、資料を探索し収集す
ること|こ努めている。まだ企業経営者に接し、各
種の講演会の講師として出講し多くの会社の幹部
に会って生きた経営''１胄報をも収集している。
研究の届(書と開発法
私の研究方法は、健康法も考慮して毎朝５時に
起きてＳ時までの新鮮で、誰にもじゃまされない
Ｓ時間を研究時間|こ当て、集めだ'|胄報を分析し、
評価を加えながら、知見を積み重ね、論文や専門
書の執筆に励んでいる。朝のすがすがしい気分で
の研究は効果的である。拙著『会社法規部入門』、
『現代経営学入門』、『現代経営約束手形法入門』、
『国際経営法学序説』、『会社法規部』や『経営法学
教科書』などの経営法学に関する一連の専門書は
このようにして生まれたのである。
参考
会社法規部入門近代セールス社〔325.2-094〕
現代経営法学入門同文舘〔328.1-094〕
現代経営約束手形法入門同文舘〔325.616-094〕
国際経営法学序説日本生産性本部〔329.84-094〕
会社法規部学暘書房〔325.2-094〕
経営法学教科書同文舘〔328.335-094〕
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あって好きなものか読めるだけではないというこ
と。図＝カードを利用すれば、必要とする本の所
在が簡単に分かると共に、その本の関連資料も同
私が図書館を必要としだのは、合から考えてみ
ると、Ｓ年になり専門科目を受けるよう|こなって
からであった。
時に知ることができるが
これは私には－つの驚き
であった。レポートを雪
＜ときなど思いかけぬ資
料を知って得ることか多
かった。
４年になって卒業論文
のだめ|こたびたび通うよ
うになると、係の方が実
に親切に本を探すのを手
それまでなぜ積極的に
利用しなかったかという
と、手持ちの資料等で一
応事足りていたことと、
高校までの図書館と違っ
て、何か手続きが難しい
のではないかという恐れ
があったからである。ま
だ、図書館に通い'|買れて
いなかったせいもあって、
面白さが分か
ってきたところ
文学部史学地理学科
４年戸田明子
初めのうちは気はすかしざもあった。
しかし、必要に迫られて利用してみると、いろ
いろ有益な発見をしだ。図書館は、単に本が沢山
伝ってくれるし、専門薑の調べ方もわかるように
なってみると、身近な所にあるだけ|こ、最近は図
＝館へ通うのがおもしろくなってきだのである。
著者力らひとこと－
国際法における伝統と革新 政経学部教授
酒井書店〔329-Sh49〕清水良三
'ず諸国民冑の関係を処理出来なくなりますか
ら、そういう場合には国際法の万も、０寺代と
環境の変化|こ応じた適応をしなければなりま
せん。
本書は、国際法のそうした形式と理念の変
化を－つの流れとして捕捉し、現代国際法を
理解するだめのバックボーンを提供しようと
いう意図の下に＝かれたものであります。温
故知新の国際法です。
国際法は時代と環境によって変化しますか
ら、時代と環境が静かで落ち言いている時に
は、国際法もあまり変化することなく、多く
の諸国民の交際関係の中で'|員習的に定まつｊＥ
形式を踏んで、静か|こ貝の役割を果たすこと
が出来ます。しかし、例えば「ｓｏ年戦争」
とか、両灰の世界戦争のような、諸国民の生
活|こ根本的な変化をもたらすような大事件|こ
諸国民が巻き込まれますと、既存の国際法で
戸Ｌ
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１号)』｜こ掲載されている「文献略語表-,で帆商事〃
をみると、正式誌名は『旬刊商事法務』であった。
これなら当館でも所蔵しているので、利用にＩ共す
ることかできだ。
質問「婦人公論』1932年７月号を見たい。
回答学術雑誌は割合どこの図書館でもよく保存
されているので、所蔵図書館を探すのも簡単であ
るか、かえって、このような一般雑誌の万が利用
が難しい。『婦人公論』の戦前の分は当館では所蔵
していないので、『国行国会図書館所蔵雑誌目録」
をみる。国会ではさすか戦前のものまで所蔵して
いるが、所蔵明細が巻号だけしか記入されてなく、
まだ欠号もあるところから、必要個所が本当|こあ
るのかどうかこれでは確認できない。灰に、利用
者から実際|こ見たい論文名を間くと、沖繩に関す
るものであるという。そこで、『沖繩関係雑誌記事
索引』（琉球政府立法院図＝館)を調べると、そこ
には論文を掲載している巻号が書かれていたので、
国会に所蔵されていることが確認できだ。
質問自分の所蔵している薑国の浮世絵に、｢お
びや長石衛門(坂東三津五郎）・女房おきぬ（中
村大吉)｣と書かれているが、この歌舞伎の外題
を知りたい。
回答『歌舞伎年表』（岩波)･『歌舞伎評判記集成』
(岩波)から配役とそれに扮した役者を手掛り|こ探
してみだが判らなかった。灰|こ、『日本文学作品人
名辞典』（河出書房)でⅥ長石衛門〃の頂をみると、
｢お半をみよ｣とある。帆お半〃によって『桂111連
理柵（かつらかわれんりのしがらみ)』を知り、こ
れの荒筋を『総合日本戯曲事典』（平凡社)によっ
て調べたところ、帆おびや長石衛門ノハ'女房おきぬ〃
の出てくる歌舞伎の外題か確定した。これは、娘
お半と隣家の主人帯屋長石衛門とか桂lllでＩＤ中す
るという世話物であり、おきぬは長石衛門の女房
である。
質問雑誌の『商事』を見たい。
回答『商事｣は当館にはない。雑誌名に疑問をも
って、『日本雑誌総覧』（出版＝ユース社）等をみ
るがやはり出ていない。灰に、「法律時報（53巻
議墨■馨書蕊鋒■,篝liMlll1＃|韓浄鑓譲轆
活断層研究会編日本の活断層
東大出版会１９８０〔4544-Ｎ77〕
ハーヴェイ，ディヴィッド地理学三礎論
古会書院１９７９〔2901-Ｈ34〕
玉田弘毅他編建物区分所胄権法一粒社
昭５５〔32423-Ta94〕
岡田与好自由経済の思想東大出版会
１９７９〔331.2-038〕
梅沢利彦他文学の中の被差別部落像一戦前編一
明石書店１９８０〔316.36-Ｂ89-1〕
井上満郎平安時代軍事制度の研究
吉)||弘文館昭５５〔21ｑ３６－Ｉ５７〕
同記念会編関晃先生還暦記念日本古代史研究
吉川弘文館昭５５〔21q3-Se24〕
加藤繁支那経済史概説
弘文堂昭１９〔33222-Ｋa86〕
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いくつか{乍ら7,、実際'こ図書館間における蔵書の
共同利用が図られている｡相互協力組織の－つで
あるこの協議会が、体育||胄報流通のコアとして発
展すれば、研究者に多大の便益を提|共するであろ
うと思われる。
体育系図書館協議会の発足
体育系図書館の相互における協力活動を推進す
るため、「体育系図書館協議会（仮称)」が昭和５４
年６月に発足した。当面は会員制としてではなく、
自発的参加という方式をとっているが、いままで
に４回ほど会合を重ね、意見調整を図っている。
参加の大学図書館は、中京大学．Ⅱ|頁天堂大学・日
本女子体育大学・日本体育大学・大阪体育大学・
仙台大学・天理大学・東海大学・東京女子体育大
学・筑波大学・国土舘大学である。まだ類縁機関
として、野球博物館も参加している。
現在、体育関係の雑誌総合目録の編集が決定さ
れ作業が進められているか、所在地の分散や各館
独自の事'|胃等があって、実際に活動していくまで
にはなかなか困難な面かある。これからの課題と
して、１．体育関係図書総合目録の編成、２．分
担収集、ａ相互貸借等も検討されている。
現代は''１胄報化の時代といわれるよう|こ、多様な
'|胄報が急速に社会|こ氾濫している。それだけ、人
人の生活が物資よりも'１青報に影響される面の大き
くなったことを意味しているが、学術'|胄報に限っ
て考えても、研究活動を多面的に展開していくた
めには、専門外の資料を使ったアブ□－チの必要
も増大してきていると云えよう。日本の研究者は
10万余人いるといわれ、研究者閂の競争もまだ熾
烈である。台目的の資料を可及的速やかに入手し
ようとする研究者の態度は、この面でも図書館の
能力を圧迫している。
このような状勢|こ対応して、各地に相互協力網が
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ処理による図書鑿揮システム
図＝館で定期的に受入れされた図書は、できる
だけ速やかに利用者に届けられると共|こ、検索用
の已録類も同U寺に整備されなければなりません。
従来、この目録類の｜乍成は手書きまたはタイプ印
刷による人手ｲ乍業に頼っていまし7Eが、このほど
この作業工程をコンピュータ漢字''１吉報システム|こ
よって機械化処理することが可能になりましだ。
そこで、業務の合理化の一環として、合口この方
式を導入し、「図書カード」と冊子式の「新着回書
目録」を作成すること|こなりましだ。
工程プ□セスは、漢字プリンタ方式によるコン
ピュータ処理です。図書館|こ受入れた図害につい
ての書誌''１吉報をメーカーにコンピュータ入力を依
頼し、まず総合マスターファイルを作成します。
これによって図書カードと新苣EZl雪日録を作成す
るのですが、将来は多目的に使用できるよう|こな
っています。合後は継続的に追加''１胄報を流しメイ
ンテナンスします。図書館|則の主な作業は、入力
前の原稿作成とコンピュータから打ち出されたも
のの校正です。
以上が冑単な概要の紹介ですか、合年度、冊子
式の増加図書目録をこの方式を利用して作成する
計画があります。
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